
10オプションの
取り付け



はじめに
ご注意

本機は、純正品／推奨品以外のオプションの使用は保証の対象外となりま
す。 

この章では、以下のオプションについて説明します。

ご注意

オプションを取り付ける際は、必ず本機の電源を切り、電源ケーブルを抜い
てから作業をしてください。

オプションについて詳しくは、http://printer.konicaminolta.jp にア
クセスしてご確認ください。

オプション名 説明

トレイ 2 500 枚給紙トレイ

両面プリントユニッ
ト

自動で用紙の両面に印刷することができます。

両面プリントユニットを装着するには、本機に
トレイ 2 が装着されている必要があります。

両面プリントユニッ
トおよびアタッチメ
ント

自動で用紙の両面に印刷することができます。

アタッチメントは、装置に両面プリントユニッ
トを装着するためのインターフェースユニット
です。

取り付けの順番は、最初にアタッチメントを取
り付け、次に両面プリントユニットを取り付け
ます。
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給紙ユニット（トレイ 2）の取り付け
給紙ユニット（トレイ 2）を取り付けることができます。給紙ユニットには
用紙を 500 枚までセットできます。

給紙ユニットの構成

給紙ユニット（500 枚給紙トレイ付き）
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トレイ 2 の取り付けかた

ご注意

本機には消耗品が取り付けられているため、本機を動かすときは、トナーが
こぼれないよう本機を水平にして運んでください。

1 本機の電源を切り、すべての
ケーブルを取り外します。

2 トレイ 1 のダストカバーを取り外します。
トレイ 1 と排紙トレイををたたみます。

3 給紙ユニットを用意します。

給紙ユニットは必ず平らな場所に置いてください。

4 本機を持ち上げ、給紙ユニット
の位置決めピンを本機の底の受
け穴にあわせて正しくセットし
ます。
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警告
本機の重量は消耗品を含めて約 20.8 kg です。

5 トレイ 1 を開けて、ダストカバーを取り付けます。

6 トレイ 2 に用紙をセットします。
用紙のセット方法は、「用紙のセット」の「トレイ 2」（p. 116）をごら
んください。

7 トレイ 2 を本機に差し込みます。
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8 両面プリントユニットを取り付けない場合は、ロックピンを取り付けま
す。ロックピンは、給紙ユニット背面の左右の取り付け口に 1 つずつ取
り付けます。
ロックピンのつまみを垂直の向きで持ち、給紙ユニット背面の左または
右の取り付け口に差し込みます。ロックピンを押し込んで、左右のいず
れかの方向に回し、つまみの向きが水平になったところで手をはなしま
す。
左右の取り付け口にロックピンを取り付けると、装置本体と給紙ユニッ
トの装着にロックがかかって外れなくなります。

両面プリントユニットを取り付ける場合は、この手順は不要です。

本機から給紙ユニットを取り外す場合は、給紙ユニット背面の左右
のロックピンを外してから、給紙ユニットを取り外してください。
ロックピンを外すには、左右のいずれかの方向にロックピンを回し、
ロックピンのつまみを垂直の向きにしてから抜いてください。

9 インターフェースケーブルを接続します。

10 電源ケーブルを接続し、本機の
電源を入れます。
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両面プリントユニットの取り付け
両面プリントユニットを装着すると、両面印刷を行うことが可能です。

詳しくは、「両面印刷」（p. 119）をごらんください。

両面プリントユニットを取り付けるには、次のいずれかが本機に装着されて
いる必要があります。

給紙ユニット（トレイ 2）

アタッチメント

両面プリントユニットの構成

給紙ユニット（トレイ 2）を装着している場合は、アタッチメントを
取り付ける必要はありません。この場合は、「アタッチメントの取り
付けかた」をとばして、「両面プリントユニットの取り付けかた」
（p.350）に進んでください。

両面プリントユニット アタッチメント
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アタッチメントの取り付けかた

アタッチメントを取り付けると、両面プリントユニットを装着できるように
なります。

（アタッチメントは単体では使用せず、両面プリントユニットと一緒に使用
します）

ご注意

本機には消耗品が取り付けられているため、本機を動かすときは、トナーが
こぼれないよう本機を水平にして運んでください。

1 本機の電源を切り、すべての
ケーブルを取り外します。

2 トレイ 1 のダストカバーを取り外します。
トレイ 1 と排紙トレイををたたみます。

3 アタッチメントを用意します。

アタッチメントは必ず平らな場所に置いてください。
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4 本機を持ち上げ、アタッチメン
トの位置決めピンを本機の底の
受け穴にあわせて正しくセット
します。

警告
本機の重量は消耗品を含めて約 20.8 kg です。

5 トレイ 1 を開けて、ダストカバーを取り付けます。

引き続き、両面プリントユニットを取り付けてください。
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両面プリントユニットの取り付けかた

以下の取り付け手順のイラストは、本機に給紙ユニット（トレイ 2）
を装着した状態のイラストですが、アタッチメントを装着している
場合も取り付けの手順は同じです。

1 本機の電源を切り、すべての
ケーブルを取り外します。

2 本機の背面にはられているテー
プをはがします。
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3 給紙ユニットの背面の左右にロックピンが取り付けられている場合は、
ロックピンを外します。
ロックピンを外すには、左右のいずれかの方向にロックピンを回し、
ロックピンのつまみを垂直の向きにしてから抜き取ります。

4 両面プリントユニットを用意します。

5 両面プリントユニットを取り付
けます。
両面プリントユニットを装着位
置に合わせ、両面プリントユ
ニットの下側をカチっと音がす
るまで押し込みます。
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ご注意

両面プリントユニットの取り付けは、最初にユニット下部の 2 つの爪を取
り付け口に差し込んでください。装着位置が合っていないと、両面プリント
ユニットが破損するおそれがあります。

6 両面プリントユニットのカバー
を開けます。
両面プリントユニットを押さえ
ながら、カバー内部のネジを回
して、両面プリントユニットの
取り付けを完了します。

7 インターフェースケーブルを接
続します。

8 電源ケーブルを接続し、本機の
電源を入れます。
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